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３ 個に応じた支援の工夫

（１） 学習過程での支援

学習において児童の反応やつまずきを予測し，その支援や手立てを指導案の中に記述

して，学習過程の随所で支援をしている。

自力解決の場面では，抽象的な思考に対して，絵や図，具体物を使った操作などを併

用して説明したり，板書や掲示物をもとに解決方法の示唆を与えたりすることで理解を

助けている。練習問題をする段階では，理解の不十分な児童に対しては，スモールステ

ップで取り組める問題や学び直しの類題に取り組むことができるようにし，学習の定着

を図るようにしている。また，理解の進んだ児童は，チャレンジ問題や問題づくり，よ

り分かりやすい説明を考えるなどの発展した課題に取り組むことができるようにし，さ

らなる定着を目指している。

授業全体を通して，意図的な指名などにより，個々の能力に応じて参加し，問題解決

に寄与できる学び合いの場をつくることで学習の定着，深化を図ろうとしている。

（２） レディネステストと座席表の活用

新しい単元に入る前に，レディネステストを実施している。これは，単元の学習に必

要な基礎・基本の習得ができているかどうかを確認するためである。そして，その結果

をもとに授業の中に学び直しの時間を取り入れたり，個への補習をしたりするなどの支

援を行っている。

授業研究では，座席表にレディネステストをもとに児童の理解状況や学び合う学習態

度などについて予め記入をしておき，活用している。つまずきの予測など児童一人一人

の実態が把握できるので，この表をもとにペアやグループを考えたり，児童観察をした

ときの評価などを記録したりしながら，指導や評価に反映させている。

【座席表の一例】

本時が（知識・理解）をねらいとし

ているので，本時までの理解面での

形成的評価を記入している。
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（３） 個の見取りと評価

授業のなかに，練習問題をする時間を設定して形成的評価を行い，個の理解度を見取

ることにしている。特に習得に重点をおいた時間では，個の習熟に応じ，練習問題の数

も内容もより定着を図るものとなるように作成している。

この他に，単元ごとに数回，授業後に「学びのあしあと」という簡単なアンケートを

とっている。これは児童が，学習意欲や学び合いの姿勢を自己評価するものである。こ

の結果は個別指導や授業づくりへの反省材料として活用している。

単元終了後には単元別確認テストを行い，習得・活用の両面での定着度を確認してい

る。このテストの結果は設問ごとに集計をすると同時に通過率を調べ，学び直しをする

上での指標として活用している。習得のよくない内容については，朝学習で取り上げた

り個別の補習をしたりすることによって理解できるように支援している。また，これら

は学年の学習記録としてファイルに集積し，次年度に送り，スパイラルによる学習指導

に反映させたいと考えている。


